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❖新型コロナウイルス感染拡大防止のため、展覧会・イベントの中止や延期、一部内容が変更になる場合がございます。
最新情報は、そごう横浜店・そごう美術館ホームページをご確認ください。
❖美術館入口掲示「ご入館の際のお願い」にご理解・ご協力を賜わりますようお願い申しあげます。



◉次回開催予告
「神奈川書家30人展  第35回記念  神奈川の書  すべてを魅せる百人」 
10月21日（金）～10月30日（日）

ご入館にあたって
※館内では係員の指示に従っていただきますようお願いいたします。
〇 マスク着用、入口での手指消毒・検温をお願いいたします。
〇 館内では周囲の方と距離を空け、会話はお控えください。
〇 展示品および展示ケース、壁にはお手を触れないようお願いいたします。
〇 館内では携帯電話・アラームなど音の出る機器類のスイッチをお切りください。
〇 館内において以下の行為はご遠慮ください。
禁止場所での撮影／模写／鉛筆・ペグシル以外の筆記用具の使用／飲食（ガム・アメなどを含む）／喫煙／傘・動植物の持ち
込み／そのほか、周囲の方のご迷惑になる行為

〇 作品保護のため、館内の照明および温度は低めに設定しております。
〇 入館者が一定数を超えた場合には、入場制限を行います。
入場制限時、会場付近にはお待ちいただく場所はございません。

■博物館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン（公益財団法人日本博物館協会）に基づき対応を行っております。

◉開催イベント
開催が決まり次第、そごう美術館ホームページにてご案内いたします。

　明治の開国後、世界に向けて開かれた港「横浜」。激動の時代のなか、この街で出会った森
村市左衛門と大倉孫兵衛―ふたりの出会いをきっかけに、オールドノリタケは発展を遂げました。
　オールドノリタケとは、明治中期から第二次世界大戦期にかけて、森村組および日本陶器
（現・株式会社ノリタケカンパニーリミテド）によって製作・販売・輸出された陶磁器です。
　19世紀後半、欧米では万国博覧会が各地で開催され、異国への関心が高まりを見せます。
そのなかで、明治政府の殖産興業政策の一環として陶磁器の生産が強化されていきました。
　森村組の関連会社として設立された日本陶器は、アメリカの販売拠点であるモリムラブラ
ザーズとの協同により、当時の欧米の顧客ニーズをいち早く取り入れ、新しいデザインの陶磁器
を次 と々生み出していきました。
　本展では、オールドノリタケの陶磁器やデザイン画など000件をご紹介いたします。アールヌー
ヴォーの華麗な絵付けが施された作品や、アールデコの可憐なモチーフが儚く咲いた作品など、
欧米に学びながらも独創性を開花させた意匠、技法、器種を網羅する若林コレクションから、
オールドノリタケの多様性をお楽しみください。
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